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職業キャリア・レディネス








































































1年次前期（第 2クォーター）は「キャリア・デザイン入門Ⅰ」を開講しており，全 8回 1
単位科目である。2016 年度受講生は 318 名，2017 年度受講生は 326 名であり，入学者のほとん
どが受講する科目である。主な内容としては，大学生活の過ごし方，目標の立て方，学生ロー
ルモデルの提示，アセスメント（VPI 職業興味検査等）の活用となっている。続編として，1
年次後期（第 4クォーター）に「キャリア・デザイン入門Ⅱ」を開講しており，全 8回 1単位
科目である。2016 年度受講生は 311 名，2017 年度受講生は 305 名であった。1年次終了までに
ある程度，進路を見据えたプログラム選択の方向性を決めなければならないこともあり，その










8回 1単位科目である。2016 年度に入学した受講生は計 84 名，2017 年度入学した受講生は計
102 名であった。過去〜現在の自己理解が主な内容である。続編として 3年次後期（第 3クォー
ター）は「ビジネス・キャリア演習Ⅱ」を前期同様 2クラス開講している。全 8回 1単位科目


























実施した。2016 年度入学者へは 2017 年 1 月に実施し，回答者数は 301 名であった。2017 年度
入学者へは 2018 年 1 月に実施し，回答者数は 294 名であった。
また 3年次調査は，追跡調査として 1年次調査と同様のアンケートを「ビジネス・キャリア
演習Ⅰ」大学 3年の受講生を対象とし，講義最終日に実施した。2016 年度入学者へは 2018 年
6 月に実施し，回答者数は 82 名，2017 年度入学者へは 2019 年 6 月に実施し，回答者数は 76 名
であった。
1年次調査と 3年次調査は，学生番号で紐づけ結合した。その上で，2016 年度入学者と 2017






通り，① LCR② OCRの 2系列を設定し，それぞれ①関心性，②自律性，③計画性の 3つの態


































N 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 t 値
人生キャリア関心性 86 25.15 4.51 44 27.07 3.96 2.39*
人生キャリア自律性 86 25.42 4.21 44 28.16 2.84 3.88***
人生キャリア計画性 86 18.76 3.61 44 22.52 4.08 5.38***
職業キャリア関心性 86 24.86 4.37 44 28.16 3.62 4.30***
職業キャリア自律性 86 26.27 4.18 44 29.20 3.55 3.98***
職業キャリア計画性 86 19.14 3.78 44 22.59 4.81 4.48***








表 3　「とりあえず進学」群と「目的意識を持ち進学」群各々の 3 年次学生におけるキャリア成熟の比較
とりあえず進学 目的意識を持ち進学
N 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 t 値
人生キャリア関心性 86 26.37 3.64 44 28.34 4.89 2.59**
人生キャリア自律性 86 26.33 4.29 43 29.30 4.31 3.71***
人生キャリア計画性 85 19.94 4.13 44 23.66 5.25 4.41***
職業キャリア関心性 86 27.76 3.90 44 30.20 4.77 3.14**
職業キャリア自律性 86 27.15 3.94 44 29.50 3.97 3.21**
職業キャリア計画性 86 21.29 3.93 44 25.16 5.51 4.15***
　注）有意水準：***は p＜ .001，**は p＜ .01，*は p＜ .05，†は p＜ .1 を示す













表 4　学生全体のキャリア成熟の変化（1 年次と 3 年次の差）
1 年次（A） 3 年次（B） B–A
N 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t 値
人生キャリア関心性 130 25.80 4.19 27.04 4.41 1.24 4.68 3.02**
人生キャリア自律性 129 26.32 4.51 27.32 4.01 1.00 4.00 2.84**
人生キャリア計画性 129 19.98 4.86 21.21 4.15 1.22 3.98 3.50**
職業キャリア関心性 130 25.98 4.36 28.58 4.41 2.61 4.91 6.06***
職業キャリア自律性 130 27.26 4.09 27.95 4.20 0.68 4.10 1.90†
職業キャリア計画性 130 20.31 4.86 22.60 4.45 2.29 4.69 5.58***










1 年次（A） 3 年次（B） B–A
N 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t 値
人生キャリア関心性 86 25.15 4.51 26.37 3.64 1.22 4.70 2.41*
人生キャリア自律性 86 25.42 4.21 26.33 4.29 0.91 4.14 2.03*
人生キャリア計画性 85 18.67 3.55 19.94 4.13 1.27 3.73 3.14**
職業キャリア関心性 86 24.86 4.37 27.76 3.90 2.90 4.94 5.44***
職業キャリア自律性 86 26.27 4.18 27.15 3.94 0.88 4.48 1.83†
職業キャリア計画性 86 19.14 3.78 21.29 3.93 2.15 4.52 4.42***









1 年次（A） 3 年次（B） B–A
N 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t 値
人生キャリア関心性 44 27.07 3.96 28.34 4.89 1.27 4.69 1.80†
人生キャリア自律性 43 28.12 2.86 29.30 4.31 1.19 3.74 2.08*
人生キャリア計画性 44 22.52 4.08 23.66 5.25 1.14 4.45 1.69†
職業キャリア関心性 44 28.16 3.62 30.20 4.77 2.05 4.86 2.79**
職業キャリア自律性 44 29.20 3.55 29.50 3.97 0.30 3.25 0.60
職業キャリア計画性 44 22.59 4.81 25.16 5.51 2.57 5.05 3.38**




図 4に，OCRの 1年次・3年次比較を図 5に示す。
LCR，OCRすべての項目において，「とりあえず進学」群 3年次の平均得点は，目的意識を
持った進学群 1年次の平均得点よりも低いことが明らかである。
図 4　LCR 1 年次・3 年次の比較 図 5　OCR 1 年次・3 年次の比較
4-3. 「とりあえず進学」群：性別の比較

















LCR関心性の上昇群は 32 名，非上昇群は 53 名であった。学生生活の中で熱心に取り組んで
いる項目の平均値で有意差があるものはなかった。
（2）LCR自律性
LCR自律性の上昇群は 25 名，非上昇群は 60 名であった。学生生活の中で熱心に取り組んで
いる項目の平均値で有意差があるものはなかった。「インターンシップ・プロジェクト活動・地
域活動」が t（82）＝1.891，p ＜ .1 となり，正の有意傾向にはあった。
（3）LCR計画性
LCR計画性の上昇群は 31 名，非上昇群は 53 名であった。「友だちや恋人との付き合い」は
t（82）＝2.507，p ＜ .05 となり，5％水準で正の有意差があった。また，「大学での勉強」が
t（82）＝1.891，p ＜ .1 となり，正の有意傾向にはあった。
（4）OCR関心性
OCR関心性の上昇群は 41 名，非上昇群 44 名であった。学生生活の中で熱心に取り組んでい
る項目の平均値で有意差があるものはなかった。「インターン・プロジェクト活動・地域活動」
が t（82）＝1.904，p ＜ .1 となり，正の有意傾向にはあった。
（5）OCR自律性
OCR自律性の上昇群は 31 名，非上昇群 54 名であった。「インターン・プロジェクト活動・
地域活動」は t（82）＝2.083，p ＜ .05 となり，5％水準で正に有意差があった。
（6）OCR計画性
OCR自律性の上昇群は 36 名，非上昇群 49 名であった。学生生活の中で熱心に取り組んでい
る項目の平均値で有意差があるものはなかったが，「大学の勉強」は t（83）＝1.943，p ＜ .1 と

























































































































Longitudinal Study on Career Maturity in Social Sciences Students at  
Regional National Universities:  
Focus on students who entered without a specific purpose or career goal
Mamiko HONJO
Abstract
Compared to students who major in a different subject in Japan, a large proportion of 
students in the social sciences department enter a university without any purpose or 
motivation. It was therefore necessary to research different types of career development 
support that could be provided through career education. A longitudinal quantitative 
survey on first- and third-year university students was conducted to elucidate the 
difference in career maturity between “students who entered without a specific purpose or 
career goal” and “students who entered with a sense of purpose.” There was a significant 
difference in career maturity between the two groups. Even though they are students who 
entered “without a specific purpose or career goal,” they can increase their career maturity 
if they are committed to internships, project activities, community activities, building 
friendships, and expanding relationships.
